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市議会だより

刈和野保育園児による田植え
刈和野保育園の年中、年長52名の園児の皆さんで１アールの田んぼにあきたこまちの苗
を植えました。秋には刈り取った稲を自然乾燥し、同じく保育園児で育てたサツマイモ
のサツマイモ汁と一緒に給食として使っています。乾燥した稲ワラは大綱引きの綱作り
に活用され、園児の皆さんも綱作りに参加しております。
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▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意                                                       

　

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
で
同
意
）

　

・
森　

京
子
氏
（
刈
和
野
＝
新
任
）

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
で
同
意
）

　

・
伊
藤　

良
氏
（
角
間
川
＝
新
任
）

　

・
竹
原
ま
ゆ
み
氏
（
神
宮
寺
＝
新
任
）

▼
大
仙
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅
費　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の　

制
定
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
措
置
を
踏
ま
え
た

国
か
ら
の
地
方
公
務
員
の
給
料
減
額
要
請
を
受

け
、
一
般
職
の
職
員
の
給
料
の
減
額
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
鑑
み
、
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料

を
、
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
、
給
料
の
５
％
を
減
額
す
る
も
の
。

▼
大
仙
市
議
会
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
措
置
を
踏
ま
え
た

国
か
ら
の
地
方
公
務
員
の
給
料
減
額
要
請
を
受

け
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
、
平
成
25
年
７
月

１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
職

員
に
準
じ
て
議
員
報
酬
を
１
・
５
％
削
減
す
る

も
の
。

▼
大
仙
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　

て

　
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与

減
額
措
置
を
踏
ま
え
た
国
か
ら
の
給
料
の
減
額

要
請
を
受
け
、
一
般
職
の
職
員
の
給
料
を
平
成

25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
、
１
・５
％
減
額
す
る
も
の
。

▽
反
対
討
論
【
佐
藤
文
子
議
員
】

　

大
仙
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
口
実
と
し
た
、
国
の

地
方
交
付
税
削
減
の
た
め
の
公
務
員
給
与
削
減

で
あ
り
、
本
条
例
案
は
、
賛
成
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。

▽
賛
成
討
論
【
冨
岡
喜
芳
議
員
】

　

本
条
例
案
は
、
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
及
び

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
必
要
性
に
鑑
み
、

国
の
要
請
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
経
済

が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
市

職
員
だ
け
が
給
料
を
そ
の
ま
ま
頂
く
と
い
う
の

は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。
東
日
本
大
震

災
の
復
興
財
源
の
た
め
、
本
条
例
案
に
賛
成
す

る
。

　

▼
平
成
25
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算　

　
（
第
２
号
）

　
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
億
２
，
３
７
７

万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
の

総
額
は
４
７
７
億
１
，
２
５
６
万
２
千
円
と
な

る
も
の
。

　

主
な
補
正
の
内
容
と
し
て
は
、
常
設
排
水
ポ

ン
プ
設
置
事
業
に
３
，
５
３
３
万
円
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
に
６
，
９
９
５
万

円
、
風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成
事
業
に
１
，

８
０
８
万
円
、
ほ
場
整
備
事
業
及
び
負
担
金
に

２
，
５
６
７
万
円
、
豪
雪
被
害
の
生
産
施
設
復

旧
事
業
に
１
，
８
７
２
万
円
、
除
雪
機
械
購
入

費
と
し
て
２
，
６
３
７
万
円
、
市
街
地
再
開
発

事
業
の
市
道
改
良
事
業
に
４
，
３
７
９
万
円
、

道
路
照
明
灯
設
置
事
業
に
１
，
９
０
０
万
円
、

落
雪
に
よ
り
破
損
し
た
施
設
整
備
に
８
９
０
万

円
、
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
修
繕
費
と
し
て

２
，
４
２
５
万
円
等
の
増
額
補
正
。
職
員
人
件

費
５
，
０
４
３
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
１
，
４
０
１
万
円
等
の
減
額
補

正
と
な
っ
て
い
る
。

▽
反
対
討
論
【
佐
藤
文
子
議
員
】

　

平
成
25
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
職
員
の
給
与
の
減
額
補
正
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
国
の
要
請
に
応

じ
た
公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
実
施
に
は
反
対

す
る
も
の
で
あ
る
。

条
　
例
　
案

人
　
事
　
案

第
２
回
定
例
会

議
員
報
酬
を
削
減

６
月
３
日（
月
）〜
６
月
19
日（
水
）17
日
間

補 

正 

予 

算

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
19
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
１
日
目
に
は
人
事
案
１
件
、
条
例
案
６
件
、
補
正
予
算
案
11
件
の
計
18
件
が
上
程
さ

れ
、
同
日
に
人
事
案
１
件
を
同
意
と
決
し
ま
し
た
。
本
会
議
２
日
目
に
は
４
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
本
会
議
３
日
目
に
は
、
一

般
質
問
に
１
議
員
が
登
壇
し
た
ほ
か
、
条
例
案
、
予
算
案
、
請
願
、
陳
情
が
各
常
任
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
４
日
目
の
最
終
日
に
は
人
事
案
２
件
、条
例
案
１
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
可
決
、
同
意
と
決
し
第
２
回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　５月22日に東京都日比谷公会堂で開催された「第89回全国市議会議長会定
期総会」において、佐藤隆盛議員、杉沢千恵子議員、小松栄治議員、冨岡喜
芳議員、佐藤清吉議員、高橋幸晴
議員、竹原弘治議員が在職10年以
上により、永年勤続者表彰を受け
られ、第２回定例会１日目の本会
議開会前に鎌田正議長より表彰状
が伝達されました。受賞おめでと
うございます。
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平
成
25
年
第
２
回
臨
時
会
が
４
月
25
日
に
１

日
間
の
会
期
で
招
集
さ
れ
、
平
成
24
年
度
一
般 

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）、
や
市
税
条
例
の

一
部
改
正
案
な
ど
専
決
処
分
報
告
５
件
と
財
産

取
得
３
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
及
び
平
成
25
年
度
学
校
給
食
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
２
件
が
上

程
さ
れ
、
承
認
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
報
告

　
（
全
会
一
致
で
承
認
）

　

専
決
処
分
報
告
の
う
ち
、
平
成
24
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
で
は
、
基
金
の
積

立
の
ほ
か
、
大
台
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理
料

８
３
６
万
３
千
円
の
補
正
で
、
補
正
後
の
総
額

は
５
０
４
億
８
，
４
６
１
万
５
千
円
と
な
る
も

の
。

▼
財
産
の
取
得

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
で
除
雪

機
械
３
台
（
仙
北
・
南
外
・
中
仙
へ
配
備
）
を

計
５
，
０
５
２
万
６
千
円
で
購
入
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
８
，
６
４
３
万
３
千
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
４
７
４
億
８
，

８
７
８
万
９
千
円
と
な
る
も
の
。

　

補
正
の
主
な
も
の
と
し
て
、
豪
雪
に
よ
る
市

道
補
修
費
５
，
３
０
０
万
円
、
融
雪
に
よ
る
橋

り
ょ
う
、
河
川
の
災
害
復
旧
費
１
，
１
４
６
万

円
、
雄
物
川
河
川
緑
地
運
動
公
園
（
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
）
等
の
災
害
復
旧
費
３
９
０
万
円

な
ど
の
増
額
補
正
。

　

議
員
４
名
よ
り
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
補
償
費
に
つ

い
て
職
員
か
ら
の
協
力
金
を
財
源
と
せ
ず
一
般

会
計
の
予
備
費
で
対
応
す
る
こ
と
を
内
容
と
し

た
修
正
動
議
が
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
委
託

料
２
，
１
０
４
万
７
千
円
の
増
額
補
正
の
他
、

中
仙
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
調
理
し
た
給
食
が

原
因
と
な
っ
て
２
月
１
日
に
発
生
し
た
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
食
中
毒
の
補
償
、
児
童
生

徒
６
９
１
人
、
教
職
員
97
人
、
家
族
１
０
６
人
、

計
８
９
４
人
の
補
償
費
１
，
３
７
０
万
２
千
円

の
増
額
補
正
。

　

４
月
25
日
の
第
２
回
大
仙
市
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
要
旨
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　【
栗
林
市
長
】

　

先
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
ご
支
援
の
も
と
無
投

票
に
よ
り
、
引
き
続
き
市
政
運
営
の
舵
取
り
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、２
期
８
年
間
の
市
政
運
営
に
対
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
道
は
ま
だ
中
半

で
あ
り
、
さ
ら
に
重
い
責
任
を
頂
戴
し
た
も
の

と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

３
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
決
し
て
止
め
る
こ
と
な
く
、「
市
政
は
市

民
の
た
め
に
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、今
、

そ
し
て
、将
来
の
本
市
の
姿
を
見
据
え
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷
土
づ
く

り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
自
慢
で
き
る
故

郷
づ
く
り
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
３
期
目
を
目
指
し
た
こ
の
度
の
市
長

選
挙
で
は
、
合
併
後
10
年
を
新
市
の
基
礎
固
め

の
時
期
と
捉
え
、
こ
れ
に
続
く
大
仙
市
発
展
に

向
け
た
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を
進
め
る
た

め
、
７
つ
の
公
約
を
掲
げ
、
市
民
の
皆
様
に
対

し
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
を
約

束
い
た
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
仙
北
組
合
総
合
病
院
を
核
と
し

　
　
　
　
　
　

た
再
開
発
事
業
の
完
成
」

　

２
つ
目
は
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　

づ
く
り
の
推
進
」

　

３
つ
目
は
「
文
化
・
生
活
の
根
元
で
あ
る
農

　
　
　
　
　
　

業
の
振
興
」

　

４
つ
目
は
「
子
育
て
と
教
育
の
充
実
」

　

５
つ
目
は
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

　
　
　
　
　
　

進
」

　

６
つ
目
は
「�

若
い
人
達
の
雇
用
の
場
の
確

保
」

　

７
つ
目
は
「
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　

行
財
政
改
革
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
、
７
つ
の
公
約
も
含
め
、
福
祉
、
産
業
、

交
通
、
環
境
、
イ
ン
フ
ラ
、
雪
対
策
な
ど
本
市

が
抱
え
る
様
々
な
分
野
に
お
け
る
課
題
に
正
面�

か
ら
向
き
合
い
、
解
決
に
向
け
て
必
要
と
な
る

取
組
を
実
行
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
の
政
治
感
は
「
弱
い
立
場
に
あ

る
人
た
ち
に
い
か
に
政
治
の
光
を
あ
て
る
か
」

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て
も
、
謙
虚
に
、

決
し
て
驕
る
こ
と
な
く
、
時
に
は
果
断
に
、
市

民
の
た
め
に
「
何
が
必
要
な
の
か
」「
今
何
を

な
す
べ
き
な
の
か
」
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
弱

い
立
場
に
あ

る
人
た
ち
に

も
あ
ま
ね
く

政
治
の
光
が

届
く
よ
う
、

柔
軟
で
力
強

い
施
策
を
こ

れ
か
ら
も
展

開
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

第
２
回
臨
時
会

市
長
が
３
期
目
の
所
信
表
明

４
月
25
日（
木
）１
日
間

◀南外に導入する除雪
　機械の同型車

▲建設中の仙北組合総合病院

▶
被
災
し
た
雄
物
川
河
　 

　
川
敷
緑
地
運
動
公
園
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質
問　

今
年
の
２
月
に
中

仙
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
４

０
６
人
の
食
中
毒
事
故
が
発

生
し
た
が
、
こ
の
事
故
を
振

り
返
り
、
再
発
防
止
に
ど
う

生
か
す
か
。

教
育
指
導
部
長　
「
手
洗
い
」

の
徹
底
、
職
員
等
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、
大
仙
保
健
所
か
ら

監
視
及
び
評
価
を
行
な
っ
て
、

よ
り
安
全
な
給
食
の
提
供
に

務
め
た
い
。

　

質
問　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

よ
う
な
感
染
力
の
強
い
ウ
イ

ル
ス
に
対
抗
す
る
に
は
、
食

品
工
場
全
体
を
包
み
込
む
安

全
対
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
の
よ
う
に
感
染
源

を
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、

な
お
更
で
あ
る
。
我
が
国
に

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）

と
い
う
仕
事
の
流
れ
全
体
を

管
理
す
る
食
品
安
全
管
理
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
が
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。
更
に
、
ハ

サ
ッ
プ
を
導
入
し
た
場
合
、

年
１
回
、
県
か
ら
シ
ス
テ
ム

が
基
準
を
満
た
す
内
容
か
検

査
が
あ
る
。
事
故
を
風
化
さ

せ
な
い
為
に
も
、
導
入
し
て

は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

教
育
指
導
部
長　

ハ
サ
ッ
プ

は
、
食
品
の
原
材
料
か
ら
消

費
に
至
る
ま
で
、
全
て
の
工

程
に
、
管
理
基
準
を
設
け
て

監
視
す
る
こ
と
で
、
危
害
の

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
管
理
手

法
で
あ
る
。
県
内
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
ハ
サ
ッ
プ
の

認
証
を
受
け
て
い
る
施
設
は

な
い
が
、
今
後
研
究
し
、
学

校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
を
筆

頭
に
、
市
内
の
全
て
の
給
食

セ
ン
タ
ー
に
順
次
、
ハ
サ
ッ

プ
を
導
入
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

外
郭
団
体
の
経
営
管
理
の

　

現
状
は

　

質
問　

現
在
大
仙
市
に
は
、

民
間
手
法
の
良
さ
を
取
り
入

れ
た
出
資
法
人
・
財
政
援
助

団
体
が
20
法
人
、
従
業
員
１
，

９
０
０
人
余
り
、
売
上
高
や

予
算
規
模
が
合
計
で
１
０
７

億
円
と
大
き
な
事
業
規
模
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
管
理
の

現
状
は
如
何
か
。

　

市
長　

各
団
体
が
経
営
理

念
や
定
款
に
よ
っ
て
主
体
的

に
経
営
に
あ
た
る
べ
き
も
の

と
捉
え
て
い
る
が
、
出
資
比

率
が
50
％
を
超
え
る
場
合
、

あ
る
い
は
政
策
と
し
て
設
立

し
た
大
仙
ふ
く
し
会
や
大
空

大
仙
は
、
一
定
の
経
営
関
与

を
果
た
す
べ
き
と
捉
え
、
関　

与
し
て
い
る
。

　

質
問　

民
営
化
さ
れ
た
法

人
の
代
表
者
は
無
報
酬
と
な

っ
て
い
る
が
、
善
管
義
務
も

あ
り
無
報
酬
の
ま
ま
で
良
い

の
か
。
報
酬
に
つ
い
て
明
文

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

民
営
化
法
人
の
役

員
は
無
報
酬
と
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
場

合
、
報
酬
規
定
の
改
正
を
す

れ
ば
報
酬
を
支
払
う
事
は
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
福

祉
法
人
の
場
合
、「
役
員
の

地
位
に
あ
る
こ
と
の
み
」
で

は
支
給
し
な
い
と
規
則
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
然
し
な
が

ら
、
勤
務
時
間
、
勤
務
形
態

に
よ
っ
て
報
酬
規
定
を
定
め

る
場
合
は
報
酬
を
支
給
で
き　

る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

質
問　

未
利
用
の
土
地
と

建
物
は
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
の
か
。
ま
た
、
有
償
、
無

償
貸
付
と
売
却
可
能
資
産
は
何

件
か
伺
う
。

　
　
　
　

旧
大
沢
郷
小
学
校
と

旧
双
葉
小
学
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
西
仙
北
地
域
協
議
会
で

協
議
し
て
き
た
が
、
提
案
書
の

提
出
ま
で
は
至
ら
な
く
、
今
後

市
全
体
で
貸
付
や
売
却
の
条
件

を
整
理
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

へ
掲
載
す
る
な
ど
、
広
く
周
知

し
た
い
。
ま
た
、
市
の
有
償
貸

付
は
１
０
３
件
、
無
償
貸
付
は

１
２
４
件
、
売
却
可
能
資
産
は

42
件
で
あ
る
。

　

産
業
の
創
出
と新

エ
ネ
ル
ギ
ー

��

質
問　

新
た
な
産
業
の
創
出

と
雇
用
に
つ
い
て
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
水
力
発
電
・
太
陽
光
発

電
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
計
画
と

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

今
年
４
月
西
仙
北
地

域
旧
西
中
の
寄
宿
舎
と
そ
の
周

辺
土
地
に
西
部
新
規
就
農
者
研

修
施
設
を
若
き
担
い
手
育
成
の

た
め
に
開
所
し
た
。
ま
た
、
旧

西
中
の
校
舎
を
農
業
生
産
法
人

に
貸
付
し
、
地
場
産
野
菜
の
加

工
や
冷
凍
施
設
を
整
備
し
、
新

た
な
雇
用
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
確
立
に
と
期
待
し
て
い
る
。

水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

奥
羽
山
系
仙
北
平
野
水
資
源
利

用
調
査
研
究
会
が
設
立
さ
れ
研

究
会
で
協
議
す
る
。
ま
た
、
市

有
地
の
西
仙
北
強
首
地
域
の
柏

台
草
地
24
・
７
ha
を
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
提
供
可
能
用
地
と
し

て
公
表
し
て
お
り
、
実
現
す
る

と
、
電
気
の
供
給
と
蓄
電
は
も

と
よ
り
発
電
施
設
の
建
設
工
事

の
他
、
設
備
機
器
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
及
び
施
設
内
の
草
刈
り
な

ど
、
維
持
管
理
の
一
定
の
雇
用

創
出
が
あ
る
。

　

ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
と

　

国
民
文
化
祭
の
取
組
は

　
　
　
　

今
年
度
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
来
年
の
ア
フ
タ
ー

Ｄ
Ｃ
及
び
国
民
文
化
祭
を
結
び

付
け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
か

れ
る
の
か
。
ま
た
、観
光
施
設
、

旅
館
業
、
文
化
財
、
名
所
旧
跡

な
ど
へ
の
支
援
や
情
報
等
に
つ

い
て
伺
う
。

　

市
長　

Ｄ
Ｃ
に
向
け
観
光
関

係
団
体
等
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
向
上
と
首
都
圏
等
の
駅
媒
体

を
活
用
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ポ

ス
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
、
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等
へ
の
誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行

う
。
秋
田
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ
Ｊ
Ｒ

大
曲
駅
で
「
お
も
て
な
し
力
事

業
」
を
計
画
し
て
お
り
、ま
た
、

観
光
施
設
や
旅
館
業
へ
の
支
援

に
は
、
駅
構
内
や
道
の
駅
に
観

光
案
内
の
他
、
案
内
標
識
等
の

整
備
、観
光
客
へ
の
情
報
提
供
、

文
化
財
や
名
称
旧
跡
に
は
案
内

板
と
必
要
な
修
繕
等
を
行
っ
て

い
く
。

※
小
松
議
員
は
こ
れ
ら
の
他

「
農
林
業
の
今
後
の
方
向
に
つ

い
て
（
林
業
の
支
援
等
）」「
学

校
で
の
防
災
学
習
と
地
域
自
主

防
災
組
織
の
結
成
、
避
難
ル
ー

ト
の
指
定
、
災
害
弱
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
」
の
質
問
も
行
い

ま
し
た
。

一
般
質
問

５
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　
食
中
毒
事
故
を
防
ぐ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

　
　
　
食
品
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

　
Ｑ　
未
利
用
の
土
地
と
建
物
は

　
　
　
　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
利
用

大地の会

石塚　柏 議員

新政会

小松栄治 議員

　
Ａ　
学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
を
始
め
、　

　
　
　
全
て
の
セ
ン
タ
ー
に
導
入
す
る　

　
Ａ　
貸
付
や
売
却
の
条
件
を
整
理
し

　
　
　
広
く
周
知
す
る

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問

教
育
指
導
部
長

教
育
指
導
部
長

副
市
長
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小
学
生
を
持
つ
親
の

心
配
は
毎
日
の
登
下
校
時
の
安

全
で
あ
り
、
他
を
さ
し
お
い
て

も
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

　
　
　
　

通
学
路
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
、
重
点
除
雪
箇
所
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
学
校
と
関
係
機

関
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　

質
問　

昨
年
７
月
の
緊
急
点

検
の
結
果
、
危
険
箇
所
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
、

又
未
対
策
の
箇
所
に
つ
い
て
は

い
つ
ま
で
に
ど
の
様
に
対
処
す

る
の
か
。

教
育
長　

学
校
か
ら
41
カ
所
の

危
険
箇
所
の
申
告
を
受
け
そ
の

結
果
、
平
成
25
年
３
月
末
ま
で

に
対
策
を
講
じ
る
事
が
で
き
た

危
険
箇
所
は
27
カ
所
、
残
り
14

箇
所
の
内
、
横
断
歩
道
移
設
・

新
設
、
外
側
線
引
き
直
し
、
交

差
点
部
の
改
修
、
時
差
式
信
号

の
設
置
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
等
11
箇
所
に
つ
い
て
は
本
年

度
内
に
完
了
予
定
で
あ
り
、
事

業
量
の
大
き
い
歩
道
の
設
置
及

び
転
落
防
止
柵
の
改
修
の
２
箇

所
に
つ
い
て
は
年
次
計
画
で
進

捗
を
図
り
、
ま
た
、
残
る
国
及

び
県
の
関
係
箇
所
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
改
善
で
き
る
よ
う

強
く
働
き
か
け
る
。

　
事
務
処
理
ミ
ス
の
防
止
策
は　

　
　
　
　

合
併
後
、
職
員
の
本

庁
・
支
所
間
の
異
動
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
出
身
地
域
以

外
の
業
務
に
も
携
わ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

地
域
に
密
着
し
た
業
務
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
が
希
薄
化

し
、
緊
張
感
が
薄
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
職
員
の

意
思
疎
通
や
融
和
は
図
ら
れ
て

い
る
か
、
朝
礼
な
ど
具
体
的
な

対
策
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

　

市
長　

最
近
の
事
務
処
理
ミ

ス
は
、
最
終
的
に
複
数
の
職
員

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
な
ど
、
初
歩
的
な
ミ

ス
が
多
く
、
詰
め
が
甘
か
っ
た

こ
と
が
大
き
な
原
因
。
こ
れ
は

日
頃
か
ら
の
職
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら

一
人
仕
事
に
陥
り
や
す
く
な
っ

て
い
る
た
め
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
毎
朝
の
あ
い
さ
つ

の
励
行
と
週
一
回
の
ミ
ー
テ
イ

ン
グ
を
必
ず
実
施
し
、
課
あ
る

い
は
班
ご
と
に
個
々
に
担
当
す

る
業
務
の
進
捗
状
況
等
を
確
認

し
合
う
こ
と
を
今
一
度
、
職
員

全
員
に
徹
底
さ
せ
る
。

　

質
問　

事
務
処
理
ミ
ス
や
事

故
防
止
再
発
対
策
と
し
て
、
新

た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

組
織
と
し
て
、
ど
う

い
う
仕
組
み
で
対
応
で
き
る
か

と
い
う
問
題
を
真
剣
に
検
討
し

た
い
。
検
討
し
た
結
果
に
つ
い

て
は
、
後
日
報
告
す
る
。

　
　
　
　

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
も
っ
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

特
定
の
地
域
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
の
高
品
質
化
や

高
付
加
価
値
化
に
よ
り
、
他
産

地
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と

は
、
農
家
の
生
産
意
欲
と
所
得

の
向
上
に
結
び
つ
く
、
地
域
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
寄
与

す
る
。
関
係
機
関
、
団
体
と
協

議
を
し
、
大
規
模
化
や
高
品
質

化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
可
能

か
ど
う
か
、
検
討
を
加
え
る
。

　

質
問　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

市
長　

農
産
物
の
徹
底
し
た

差
別
化
、
高
品
質
化
に
よ
り
、

特
定
の
作
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す

る
取
組
や
、
気
候
風
土
の
違

い
、
ま
た
、
大
規
模
産
地
形
成

に
よ
り
市
場
に
影
響
力
を
持
つ

こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
な

ど
考
え
ら
れ
る
。
美
味
し
い
あ

き
た
こ
ま
ち
の
一
大
産
地
で
あ

る
が
、
稲
作
に
偏
っ
た
営
農
形

態
か
ら
近
年
複
合
経
営
を
推
進

し
た
結
果
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

枝
豆
等
は
一
定
の
生
産
量
が
確

保
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
生
産
管

理
体
制
統
一
化
、
厳
格
化
に
よ

り
、
知
名
度
の
向
上
に
結
び
つ

く
。
ま
た
、
県
で
は
、
園
芸
メ

ガ
団
地
構
想
を
推
進
し
て
い
る

が
、
市
で
も
整
備
費
の
負
担
を

含
め
支
援
し
て
い
く
。

　

市
名
変
更
の
考
え
は

　

質
問　

日
本
一
の
大
曲
の
花

火
を
全
面
に
出
し
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、
農
家
経
済
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
全
体
の
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

の
名
称
を「
大
仙
市
」か
ら「
大

曲
市
」
へ
変
更
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

　

市
長　

市
の
名
称
変
更
は
、

県
知
事
と
事
前
協
議
を
経
て
、

条
例
を
制
定
し
知
事
に
報
告
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
市
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
未
来
志
向
の
戦
略
的
な
考

え
に
立
っ
た
市
名
変
更
の
気
運

が
高
ま
り
、
目
に
見
え
る
形
の

運
動
、
活
動
が
あ
れ
ば
、
検
討

に
向
け
た
第
一
歩
が
踏
み
出
せ

る
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
地

域
活
性
化
を
図
る
う
え
で
、
県

外
で
の
知
名
度
不
足
が
、
そ
の

進
展
を
遅
ら
せ
て
い
る
と
の
声

や
「
大
仙
市
」
と
い
う
名
称
に

違
和
感
や
地
域
性
の
欠
如
を
指

摘
す
る
声
が
一
部
に
依
然
と
し

て
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。

　

提
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
気

持
ち
を
真
摯
に
受
け
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

一
般
質
問

５
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　
小
学
校
通
学
路
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
は

　
Ｑ　
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
対
策
は

市民クラブ

佐藤隆盛 議員

新政会

藤田君雄 議員

　
Ａ　

�

通
学
路
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
等

　
　
　
を
作
成
し
、
迅
速
な
対
応
に

　
　
　
努
め
て
い
る

　
Ａ　

�

関
係
機
関
、
団
体
と
協
議
を
し
、
大

　
　
　
規
模
化
や
高
品
質
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド　
　

　
　
　
化
が
可
能
か
検
討
す
る　

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問

教
育
長

教
育
長
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基
本
条
例
制
定
後
の
議
会

　

改
革
と
活
性
化
の
取
組
を

　

研
修

　

平
成
25
年
５
月
29
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
、
奈
良
県
の
生
駒

市
と
京
都
府
の
木
津
川
市
を
行

政
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
生
駒

市
で
あ
り
ま
す
が
、
人
口
12
万

人
で
、
平
成
24
年
度
の
歳
入
歳

出
決
算
総
額
は
３
３
３
億
円
あ

ま
り
で
、
生
駒
駅
前
再
開
発
や

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
な
ど

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、
視
察
の

内
容
は
１
つ
目
と
し
て
、
議

会
改
革
と
活
性
化
（
開
か
れ

た
議
会
）
へ
の
取
組
み
の
経
緯

や
議
会
活
動
に
係
る
基
本
条
例

等
に
つ
い
て
と
、
２
つ
目
と
し

て
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条

の
２
に
「
議
会
は
議
案
の
審
査

又
は
事
務
に
関
す
る
調
査
の
た

め
に
必
要
な
専
門
的
事
項
に
係

る
調
査
を
学
識
経
験
者
等
に
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
あ

り
、
そ
の
専
門
的
知
見
の
活
用

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
参
考

人
制
度
の
活
用
や
講
師
の
招

聘
、
現
地
調
査
の
実
施
、
学
識

経
験
者
に
調
査
を
委
託
す
る
な

ど
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
３
つ
目
の
議
会
災
害
対

策
本
部
設
置
要
綱
及
び
議
会
災

害
対
策
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
行
政
と
議
会
と
協
力

す
る
議
会
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
た
り
、
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
初
動
期
、
復
旧
、
復
興
時

（
中
期
、
後
期
）
に
区
切
り
、

状
況
変
化
に
応
じ
た
運
用
を
規

定
し
、
実
施
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
木
津
川
市
で
あ
り
ま

す
が
、
人
口
は
６
万
９
千
人
、

平
成
24
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

総
額
は
２
６
５
億
あ
ま
り
で
、

現
在
、
子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

視
察
の
内
容
は
、
議

会
基
本
条
例
制
定
後

の
議
会
改
革
と
活
性

化
へ
の
取
組
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
参
加
の
議
会
報

告
会
や
請
願
者
等
の

説
明
機
会
の
確
保
な

ど
で
あ
り
、
情
報
公

開
の
推
進
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

や
政
務
活
動
費
の
公

表
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
自
由
討
議
や

参
加
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

要
望
等
に
対
す
る
対

処
と
行
政
側
へ
の
周
知
、
審
査

を
要
し
な
い
要
望
で
の
質
疑
な

ど
で
あ
り
ま
す
。

　

開
か
れ
た
議
会
（
議
会
情
報

の
開
示
）
へ
の
取
組
に
つ
い
て

で
は
、公
聴
会
、参
考
人
招
致
、

会
議
の
放
送
、
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
文
書
の
閲
覧

な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
今
回
視
察
研
修
し

て
ま
い
り
ま
し
た
内
容
で
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
両
市
と
も
委
員
各
位

か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
今
回
の
研
修
の
貴

重
な
事
例
を
今
後
の
議
会
運
営

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
（
委
員
長　
小
松
栄
治　
記
）

　
　
　
　

生
活
保
護
基
準
の

１
・
３
倍
と
し
て
い
る
準
要
保

護
基
準
や
市
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
と
し
た
市
単
独
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
要
件
に
つ
い
て
、

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を

口
実
に
、
引
き
下
げ
る
こ
と
の

無
い
よ
う
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
　

今
回
の
基
準
改
定
に

よ
り
、生
活
保
護
か
ら
脱
却
し
、

階
層
区
分
の
変
更
に
よ
り
、
自

己
負
担
が
増
え
る
世
帯
も
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
、
準
要
保
護
の

決
定
に
お
い
て
も
対
象
者
で
な

く
な
る
世
帯
も
あ
り
、
制
度
を

活
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
見

込
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
自
己
負

担
が
増
え
る
対
象
世
帯
は
確
定

し
て
い
な
い
が
激
変
緩
和
措
置

な
ど
の
調
整
も
あ
り
、
被
保
護

者
へ
の
影
響
は
少
な
い
も
の
と

見
込
ん
で
い
る
。
今
回
の
基
準

改
定
に
よ
り
、
自
己
負
担
と
な

る
世
帯
に
対
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
な

措
置
を
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
　
　
　

生
活
保
護
基
準
の
引

き
下
げ
に
連
動
し
て
、
住
民
税

の
非
課
税
限
度
額
を
引
き
下
げ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
政
府
に
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

市
長　

総
務
省
は
非
課
税
限

度
額
へ
の
対
応
は
「
平
成
26
年

度
以
降
の
税
制
改
正
で
検
討
し

た
い
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
対

し
て
、
こ
う
し
た
対
応
を
求
め

て
い
き
た
い
。

　

生
涯
学
習
施
設
使
用
料

　

の
見
直
し
を　

　
　
　
　

市
内
に
48
あ
る
市
民

会
館
や
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
生
涯
学

習
施
設
の
研
修
室
の
使
用
料
に

格
差
が
あ
る
。
多
く
の
市
民
が

生
き
生
き
と
社
会
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
現
在
の
生
涯
学
習
施

設
の
料
金
体
系
を
、
低
料
金
に

統
一
化
を
図
る
方
向
で
見
直
す

よ
う
求
め
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　

合
併
か
ら
８
年
が
経

過
し
、
市
全
体
に
お
け
る
各
種

利
用
料
が
統
一
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
で
、
改
め
て
各
種
生
涯
学

習
施
設
の
利
用
形
態
や
使
用
料

金
等
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
よ

り
良
い
学
習
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
、
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
等
、
関
係
皆
様
と
の

協
議
を
踏
ま
え
、
適
正
な
料
金

体
系
に
つ
い
て
、
設
備
、
面
積

等
グ
レ
ー
ド
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
、
12
月
を
目
途
に
、
素

案
を
議
会
に
示
し
協
議
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
佐
藤
文
子
議
員
は
、
こ
れ
ら

の
他
「
市
職
員
の
増
員
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
」
の
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

　
Ｑ　
生
活
保
護
基
準
見
直
し
と

　
　
　
　
　
各
種
制
度
へ
の
対
応
は

日本共産党

佐藤文子 議員
　
Ａ　
負
担
軽
減
を
検
討
し
た
い

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

副
市
長

一般質問

生駒市で研修の議会運営委員会委員

先 

進 

地 

に 

学 

ぶ

◆
議
会
運
営
委
員
会
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　東日本大震災の復興財源確保のため、国からの給与削減措置要請に基づいた市長、副市長、教育長、常勤監査
委員の給料を７月から26年３月まで引き下げる条例改正については、全員一致で可決すべきものと決したが、
一般職員の給料を同様に1.5％削減する改正について、「公務員給与削減による地域経済へのマイナス効果は大き
い。民間の賃金引き下げに連動するものであり、反対する。」との発言と、「経済の低迷から給料そのままという
のは市民の理解が得られない。議員も全員一致で実施している。これからの職員の定数、人件費のあり方を検討
することを付して賛成する。」との発言があり、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決しました。
　豪雪時に事故で亡くなられた場合、災害救助法を適用して弔慰金を支給する条例について、「災害救助法が適
用されていない場合でも支給できないのか。」との発言に、「災害として認定するのを市独自で判断するのは難し
い。」との答弁でした。
　四ツ屋字上前村地区消火栓新設についての請願は、現場確認のうえ、施設新設は、消防法の規定に基づき、消
火栓、防火水槽、池、プール、井戸等を基点として140ｍの範囲内か外かで判断しており、当地区は、この基準を
満たしており、早期に整備すべき地点が大仙市内に多数あることから、賛成少数により、不採択と決しました。
� （委員長　渡邊秀俊　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、補正予算案１件であり、「秋田県青果物価格安定基金協会負担金」
で「価格補てんされる対象作物は、ＪＡに出荷したすべての作物か。」との質疑に対し、「ＪＡ秋田おばこでは、
今年度分として、キャベツ、小菊、トルコギキョウ、輪菊、りんどうを届出し、この５品目を対象作物としてい
る。」との答弁がありました。また、「災害復旧関連事業について、施設復旧に対する助成も必要であるが、被
災の繰り返しを防ぐことによる農家負担の軽減も視野に入れ、丈夫なパイプハウスの導入を指導するなど、被災
しないような対策が必要ではないか。」との質疑に対し、「農協、共済組合を通じ、被害が少なくなるような方法
を指導してまいりたい。」との答弁がありました。また、「県で行っている園芸メガ団地構想とあわせ、圃場整備
の未整備地区について、農地の集積と特定品目のブランド化を図るほか、地域農業を担う法人の育成にもつなが
ることから、この手法を取り入れた圃場整備事業の研究を進めてほしい。」との意見がありました。他にも質疑
はありましたが、審査した結果、原案を可決すべきものと決しました。� （委員長　茂木　隆　記）

　当委員会では、条例案１件、補正予算案３件、請願１件の審査を行い、条例案、補正予算案については、すべてを原案可
決すべきものと決し、請願第19号「少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため
の、2014年度政府予算に係る意見書採択について」は、願意を妥当とし、採択すべきものと決しました。
　条例案の審査の中で委員から、「子ども条例を制定するにあたり、どのような方々に委員をお願いするのか。」との質疑に対
して当局から「様々な角度・観点から多くの意見をいただくために、人権擁護委員やＰＴＡ・子ども会・企業・男女共同参
画・子育て支援等の関係者、さらに公募の委員で構成したい。」との答弁がありました。
　また、補正予算案の審査の中で当局から、「神岡野球場は市の大きな大会でもある全県500歳野球大会の開会式や主会場と
なる球場であり、トイレの改修等については利用者からも多くの要望があったところであり、今年の大会前までに改修工事を
完了するように行いたい。」との説明に対して委員からは、「せっかく新しいトイレにしても、管理等がよくなければ意味がな
い。いつでもきれいに使えるように、指定管理者の指導を厳重にしていただきたい。」との意見がありました。それに対して
当局からは、「指定管理者には衛生管理の指導を徹底して行ってまいりたい。また、市としてもこまめに巡回をし、清掃面・
衛生面に配慮してまいりたい。」との答弁がありました。� （委員長　大山利吉　記）

　当委員会では、補正予算案７件、陳情１件を審査しました。補正予算案では、国の交付金により西仙北地域に13ｔ級の除
雪機械を導入する経費、歩道の整備、市街地開発関係の道路と照明灯の整備、神岡地域の街灯のＬＥＤ化などの経費が新規に

上程されました。質疑では委員から「商工会で管理する街灯の維持管理ができな
くなってきている。要望があれば、市で管理するという今後の計画はあるのか。」
との発言があり、当局からは、「ＥＳＣＯ事業で街路灯を整備したが、はずれた地
区があるとすれば、神岡地域同様に対応していかなければならない。」との答弁が
ありました。補正予算案については、７件すべてを、原案可決すべきものと決し
ました。�また、継続審査としていた、西仙北地域の「鍛冶町地内の消雪施設の
改修について」は、道路が狭く消雪施設が重要な役割を果たしていることなどか
ら、願意を妥当とし、採択すべきものと決しました。� （委員長　竹原弘治　記）

総務民生常任委員会

企画産業常任委員会

教育福祉常任委員会

建設水道常任委員会

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆

陳情の現地調査（鍛冶町）
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《請　願》
◆大仙市四ツ屋字上前村地区消火栓設備新設について� 【不採択】
　　　　　提出者　四ツ屋上前村　代表　藤田勇悦　他３名
◆�少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2014年度
政府予算に係る意見書の採択について� 【採　択】
　　　　　提出者　秋田市　秋田県教職員組合執行委員長　山縣稔　他１名
◆「下水道の整備に伴う一般廃棄物等の合理化に関する特別措置法」に関することについて�【継続審査】
　　　　　提出者　北楢岡字小路袋　秋田循環資源協同組合理事長　佐々木正光　他６名
《陳　情》
◆�ドクターヘリの安全運航と県民の安全、安心を守るため米軍機（Ｆ−16とＭＶ22オスプレイ）の低空
飛行中止を求めることについて� 【採　択】
　　　　　提出者　秋田市　秋田県平和委員会理事長　風間幸蔵
◆鍛冶町地内の消雪施設の改修について� 【採　択】
　　　　　提出者　刈和野　鍛冶町消雪組合組合長　池田繁司
《意見書》
○�ドクターヘリの安全運航と県民の安全・安心を守るため米軍機（Ｆ−16とＭＶ22オスプレイ）の低空
飛行中止を求める意見書
○日本政府に核兵器全面禁止の決断と行動を求める意見書
○�少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2014年度
政府予算に係る意見書
※�上記意見書は、大仙市議会常任委員会の提案により議決し、内閣総理大臣をはじめ各関係大臣に提出し
ました。

請 願 ・ 陳 情 ・ 意 見 書

大仙市議会市政懇談会を開催
　市政懇談会に241人の市民が参加
　大仙市議会基本条例に基づき、去る６月24日～28日まで、大仙市議会市政懇談会を開催しました。議員が、
５班編制で市内10箇所へ出向き、市民の皆様からたくさんのご意見、ご提言を頂きました。
　内容は、地域の身近な道路改良などの要望や消防防災施設の整備、消雪施設の維持管理、さらに、市の財政
についてなど、多岐にわたる意見交換を行いました。
　また、アンケートを行い、参加者から多数のご意見も頂きました。主なご意見は、「合併して良かったと言
える市にしてもらいたい。」「日曜日とか夜の開催となれば、若い人が参加できるのでは。」「いろいろ話を聞く
ことができて参考になった。」「検討課題に取り組むといっていたが、24年度実施報告後、改善の跡が見られな
い。」「合併後８年、地域に活気がない、対策は。」「住民の方が知っている事もあり、議員との意見交換はすご
く大事だと思いました。」「協議案件の提示があった方が良い。」などでした。今後、これらのご意見を参考に、
市民の皆様のご要望を把握し、開かれた議会を目指してまいります。
　なお、市民の皆様から開催の要望があれば、何時でも、皆様の所へ出向きますので、お知らせ下さい。

期　日 会　場 人   数

24日（月）
南外コミュニティセンター（南外字下袋218） 26人
はぴねす大仙（幸町２－70） 19人

25日（火）
大川西根公民館（大曲西根字小館10） 4人
藤木公民館（藤木字乙本藤木８） 9人

26日（水）
神岡福祉センター（神宮寺字蓮沼17） 17人
中仙農村環境改善センター（北長野字茶畑141） 5人

27日（木）
西仙北支所（刈和野字本町５） 68人
協和支所（境字野田４） 41人

28日（金）
太田文化プラザ（太田字新田田尻３－４） 15人
仙北支所（高梨字田茂木10） 37人

計 241人

「市政懇談会」への出席者数

西仙北地域での市政懇談会
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４
月

１
日　

委
員
会
正
副
委
員
長
会
議
・
会
派
代
表
者
会
議

15
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

16
日　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

17
日　

兵
庫
県
宝
塚
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

　
　
　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

22
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

23
日　

北
海
道
中
標
津
町
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

来
庁

25
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

26
日　

福
岡
県
福
岡
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

５
月

１
日　

ま
っ
す
ぐ
大
仙
「
会
派
行
政
視
察
」（
〜
２
日
）

７
日　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

14
日　

公
明
党
「
会
派
行
政
視
察
」

17
日　

第
21
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

22
日　

福
岡
県
北
九
州
市
議
会
建
築
消
防
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
〜
31
日
）

　
　
　

兵
庫
県
三
田
市
議
会
会
派
真
正
会
行
政
視
察
来
庁

30
日　

新
潟
県
胎
内
市
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
来

庁

６
月

３
日　

第
16
回
議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
１
日
）

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会
・
会
派
代
表
者
会
議

４
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

11
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
２
日
）

　
　
　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

12
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
３
日
）

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

第
22
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

13
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
４
日
）

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

21
日　

横
手
市
議
会
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

24
日　

市
政
懇
談
会
（
南
外
地
域
・
大
曲
地
区
）

25
日　

市
政
懇
談
会
（
大
川
西
根
地
区
・
藤
木
地
区
）

26
日　

市
政
懇
談
会
（
神
岡
地
域
・
中
仙
地
域
）

　
　
　

福
島
県
須
賀
川
市
議
会
会
派
誠
心
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
来
庁

27
日　

市
政
懇
談
会
（
西
仙
北
地
域
・
協
和
地
域
）

28
日　

市
政
懇
談
会
（
太
田
地
域
・
仙
北
地
域
）

議
会
の
う
ご
き

摘　　要 件数 金　　　額
弔　意 2件 122,185円

慶　祝 15件 41,000円

協　賛 5件 20,000円

計 22件 183,185円

９月定例会日程のお知らせ
８月27日（火）　本会議第１日（市政報告・議案上程等）
９月４日（水）　本会議第２日（一般質問）対面式一問一答方式

５日（木）　本会議第３日（一般質問・議案質疑・委員会付託）
６日（金）・９日（月）　常任委員会審査
12日（木）　本会議第４日（委員長報告・質疑・討論・表決）
　※現時点での予定であり、変更される場合があります。
　　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

　　　　　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費として、会派ごとに交付されているものです。
　　　　　収支の内容は、毎年度議長に報告され、残額がある場合は、市に返還することになっております。

平成24年度政務活動費会派別収支状況

【政務活動費の項目解説】（主なもの）
調査研究費：�会派が行う、市の事務・地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費（資料印刷費、調

査委託費、文書通信費、交通費、宿泊費等）
研　修　費：�会派が研修会を開催する経費及び団体等が開催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、会場費、

交通費、宿泊費、文書通信費、参加費）
資料作成費：活動に必要な資料の作成に要する経費（印刷製本代、事務機器購入、リース代等）
資料購入費：�活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料、有料データベース料）
その他の経費：調査研究その他の活動に必要な諸費

会派名
項目

大地の会
（11人）

だいせんの会
（６人）

新政会
（６人）

市民クラブ
（２人）

公明党
（１人）

日本共産党
（１人）

まっすぐ大仙
（１人）

会派への交付額 1,320,000 720,000 720,000 240,000 120,000 120,000 120,000

調 査 研 究 費 1,311,000 667,526 651,343 222,507 0 0 118,000

研 修 費 0 0 0 0 0 0 2,000

広 報 費 0 0 0 0 0 0 0

広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情費 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 10,000 0 0 0 0

資 料 購 入 費 0 0 31,500 0 2,935 15,950 0

その他の経費 9,000 3,000 3,000 3,000 3,000 0 0

支 出 合 計 1,320,000 670,526 695,843 225,507 5,935 15,950 120,000

差引額（返還額） 0 49,474 24,157 14,493 114,065 104,050 0
　※交付額は１人当たり月10,000円

議長交際費（４月１日～６月30日）
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0
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0
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秋

田
県

大
仙

市
大

曲
花

園
町

１
番

 １
号

　
　

TEL0
1

8
7

−
6

3
−

1
1

1
1

（
代

）
　

編
集

/大
仙

市
議

会
報

編
集

委
員

会
　

　
印

刷
／

株
式

会
社

三
森

印
刷

　

６
月
の
天
候
は
、
日
照
り
続
き
家

庭
菜
園
泣
か
せ
の
空
梅
雨
か
と
思
わ

れ
た
が
、
７
月
に
入
り
雨
の
日
が
続

き
、地
域
に
よ
っ
て
は
河
川
の
増
水
、

警
戒
水
位
避
難
勧
告
が
出
る
な
ど
、

騒
々
し
い
梅
雨
と
な
り
そ
う
で
す
。

健
康
に
留
意
し
食
中
毒
な
ど
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
報
編
集
委
員
会
が
独
立
し

て
、
６
回
目
の
33
号
編
集
ま
で
一
貫

し
て
議
論
さ
れ
た
の
が
、
写
真
を
多

く
、
文
字
を
大
き
く
読
み
や
す
く
と

編
集
を
心
掛
け
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
主
催
の
第
２
回
市
政
懇
談
会

で
、
議
会
報
に
指
摘
事
項
も
あ
り
ま

し
た
が
、
市
民
か
ら
の
感
想
な
ど
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

過
日
議
会
運
営
委
員
会
の
研
修
で

市
民
の
議
会
報
人
気
は
低
調
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。議
員
の
背
中（
日

常
活
動
）
を
見
て
購
読
人
気
が
上
昇

す
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
も
市
民
に
愛
さ
れ
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
内
容
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　

編
集
委
員　

大
野
忠
夫

市
民
の
声

大仙市の歴史巡り（中仙・太田地域） 大　仙　市　の　花　巡　り

　

広
報
に
つ
い
て
は
、
毎
回
期
待
し
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
表
紙
の
写
真
は
広
報
の
顔

で
も
あ
り
、
い
い
ね
〜
と
思
っ
た
り
、
編
集
後
記
も
担
当
者
の
人
と
な
り
を
勝
手
に
想
像

し
て
読
ん
で
い
ま
す
。
合
併
に
よ
り
大
仙
市
も
広
範
囲
に
な
り
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
記
事
も
あ
っ
た
ら
と
、
思
い
つ
き
で
書
い
て
み
ま
す
。

　

①
郡
部
の
支
所
紹
介
（
ス
タ
ッ
フ
の
写
真
や
支
所
の
特
徴
）
②
大
曲
支
所
に
つ
い
て

は
、
部
署
紹
介
と
そ
の
役
割
、
市
民
の
利
用
の
仕
方
な
ど
も
あ
れ
ば
い
い
か
な
〜
と
。
③

種
々
の
制
度
の
利
用
の
仕
方
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
は
ど
う
で
し
ょ
う
！
④
次
世
代

を
担
う
若
者
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
の
記
事
も
・
・
（
若
者
な
ら
で
は
の
発
想
の

掘
り
起
こ
し
に
な
る
の
で
は
？
）

　

大
曲
の
自
慢
は
？
と
言
わ
れ
「
何
に
も
な
い
、
年
１
度
の
ド
ン
と
あ
げ
る
花
火
だ
け

だ
・
・
」
と
市
民
に
言
わ
せ
な
い
た
め
に
、
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の

広
報
の
持
つ
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。
期
待
し
て
い
ま
す
。��

大
曲
田
町　

60
代　

主
婦

　

会
社
勤
め
で
議
会
の
傍
聴
を
す
る
機
会
が
な
い
私
に
と
っ
て
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
市

議
会
の
動
き
を
知
る
重
要
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
条
例
案
や
予
算
案
な
ど

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
は
読
み
易
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
委
員
会
な
ど

で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
や
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
に
市
政
に
反
映
さ
れ
た
の
か
な
ど
の
記

事
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
議
会
の
活
動
や
役
割
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
曲
地
区　

30
代　

男
性

太田地域　羽黒堂遺跡
　縄文時代から中世ま
での遺物が出土する。
掘立柱づくりの建物跡
も出土。愛知県生まれ

の菅江真澄が文政11年（1828）の秋にこの地に来て、駒場
神社境内に建てられている十王堂の中にある十三の木製
仏像に感心し、これを筆写し、この和歌を詠んでいる。
　「写し見る黄泉の地獄の諸王に祈りて手祭む鬼の醜草」

中仙地域　鳥海山ゑり石
　文政12年（1829）に葛川村
を訪ね、鳥海山ゑり石と出合
い、この和歌を詠んでいる。
「あまとぶや鳥の海山うこきな
く国の守りと立てるいしぶみ。」

国道13号線の近
くに群生する水
ばしょう　
　（西仙北地域）

大台スキー場に
群生するカタクリ

（太田地域）

　

平
成
25
年
２
月
１
日
発
行
の
だ
い
せ
ん
議
会
だ
よ
り
「
市
民
の
声
」
に
記
事
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
掲
載
す
る
と
と
も
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
訂
正
記
事
】

　

三
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
と
こ
ろ
、
傍
聴
者
が
多
く
、
ま
た
、
質
問
、

答
弁
も
緊
張
感
が
あ
り
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

議
場
も
質
問
者
、
答
弁
者
と
対
面
で
応
答
し
て
お
り
好
感
が
も
て
ま
し
た
。
た
だ
残
念

に
思
っ
た
の
は
私
が
高
齢
の
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
市
長
席
の
マ
イ
ク
設
備
が
低
音
で

折
角
期
待
し
て
い
た
答
弁
が
良
く
聞
き
取
れ
ず
残
念
で
し
た
の
で
、
早
く
完
全
な
も
の
に

し
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
反
面
委
員
会
席
の
方
は
良
く
は
っ
き
り
と
聞
き
と
れ
、

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
の
発
生
か
ら
対
処
、
終
息
ま
で
の
過
程
が
懇
切
に
答
弁
さ
れ
、
良
く

理
解
さ
れ
た
の
で
、
設
備
の
完
全
な
も
の
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

土
川
地
区　
　

後
藤　

昌
伸

　

協
和
婦
人
会
で
は
平
成
７
年
か
ら
研
修
事
業
と
し
て
議
会
傍
聴
を
実
施
し
て
い
ま
す
、

自
分
た
ち
の
代
表
が
行
政
に
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
の
か
真
剣
に
傍
聴
し
て
き
ま

し
た
。
一
問
一
答
式
に
な
り
、
午
前
中
の
答
弁
だ
け
で
も
聴
け
、
よ
か
っ
た
で
す
。
年
回

を
重
ね
る
毎
に
市
の
財
政
の
こ
と
、
税
金
の
こ
と
、
納
税
の
実
態
、
教
育
の
問
題
、
医
療

の
こ
と
、
予
期
せ
ぬ
災
害
の
対
応
等
々
、
「
生
活
即
政
治
」
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
長
、
教
育
長
、
行
政
担
当
者
の
答
弁
は
わ
か
り
や
す
く
誠
実
で
、
専
門
の
深

さ
と
誠
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
事
ば
か
り
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
と
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め

て
、
一
市
民
と
し
て
、
市
政
に
関
心
を
も
ち
、
研
修
を
続
け
た
い
と
、
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

大
仙
市
協
和
婦
人
会


